
• 対 象：研究機関における基礎研究分野の研究拠点構想

• 規 模：最大7億円/年×10年

（07, 10年度採択拠点は～14億円/年程度）
• 対象経費：人件費、事業推進費、旅費、設備備品等費

※研究プロジェクト費は除く
• 事業評価：ノーベル賞受賞者や著名外国人研究者で構成さ

れるプログラム委員会やPD・POによる丁寧か
つきめ細やかな進捗管理を実施

【事業スキーム】

• 国際的な頭脳獲得競争の激化の中で我が国が生き抜くためには、優れた研究人材が世界中から集う”国際頭脳循環の
ハブ”となる研究拠点の更なる強化が必須。

• WPI拠点がこれまでに培ってきた強みや生み出してきた成果を最大限に活かしていくため、国際頭脳循環や拠点間連
携を更に推し進めていくことが重要。

➡大学等への集中的な支援を通じてシステム改革等の自主的な取組を促すことにより、高度に国際化された研究環境と
世界トップレベルの研究水準を誇る「目に見える国際頭脳循環拠点」の充実・強化を着実に進める。

事業概要

【WPI拠点一覧】※令和2年1月現在
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物質ー細胞統合ｼｽﾃﾑ拠点（iCeMS）
北川 進

九州大学
ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ･ｴﾈﾙｷﾞｰ国際研究所
（I2CNER）Petros Sofronis

名古屋大学

ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾏﾃｨﾌﾞ生命分子研究所（ITbM）
伊丹 健一郎

東京工業大学

地球生命研究所（ELSI）
廣瀬 敬

東北大学

材料科学高等研究所（AIMR）
折茂 慎一

大阪大学

免疫学ﾌﾛﾝﾃｨｱ研究ｾﾝﾀｰ（IFReC）
竹田 潔

物質・材料研究機構

国際ﾅﾉｱｰｷﾃｸﾄﾆｸｽ研究拠点（MANA）
佐々木 高義

東京大学
ｶﾌﾞﾘ数物連携宇宙研究機構
（Kavli IPMU）

京都大学

ヒト生物学高等研究拠点（ASHBi）
斎藤 通紀

北海道大学
化学反応創成研究拠点（ICReDD）

前田 理

筑波大学
国際統合睡眠医科学研究機構（IIIS）

柳沢 正史

【2010年度採択 １拠点】

【2012年度採択 ３拠点】

【2017年度採択 ２拠点】

※10年間の支援期間終了後、更に５年間の補助金支援期間
延長が認められている。

補助金支援中の拠点

【2007年度採択 ５拠点】

WPIアカデミー拠点
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【2018年度採択 ２拠点】

大栗 博司

世界トップレベル研究拠点プログラム（WPI）令和2年度予算額（案） :5,871百万円
（前年度予算額 :6,750百万円）
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世界最高水準の研究
-Science-

国際的な研究環境の実現
-Globalization-

研究組織の改革
-Reform-

融合領域の創出
-Fusion-

４つのミッションの達成により
世界トップレベル研究拠点を構築

①世界トップレベル研究拠点の充実・強化に向けた取組を引き続き着実に推進。

②WPI拠点としてこれまでに培ってきた強みや成果を最大限に活かしていくため、

国際頭脳循環の深化や拠点間連携の強化を含む成果の横展開・高度化など、WPIの

価値最大化に向けた取組を強力に推進。

令和2年度予算（案）のポイント
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科学技術・学術審議会

基礎研究振興部会（第５回）
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